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鉾 田 市 教 育 委 員 会 



令和 7年第４回教育委員会定例会 

 

１ 開催日時 令和７年４月 25 日（金）   午後３時 00 分 開会 

午後５時 03 分 閉会 

２ 開催場所 鉾田市旭総合支所 

３ 出席者 教 育 長 安 原  勝 

    教育長職務代理者 嶋田 知恵子 

    委 員 大原  優子 

    委 員 三保谷 智浩 

    委 員 坪井  道彦 

４ 欠席者 

５ 出席した職員の職、氏名 

教 育 総 務 課 長 吉川  紀子 

新しい学校づくり推進室長 田中  義則 

参 事 兼 指 導 課 長 河原  真樹 

生 涯 学 習 課 長 飯 塚  貴 

鉾田市立中央公民館副館長 堀 米  浩 

鉾 田 市 立 図 書 館 長 荒井 佐知子 

鉾田学校給食センター所長 𠮷川  伸壽 

教 育 総 務 課 課 長 補 佐 飯島  和宏 

教 育 総 務 課 庶 務 係 長 鬼沢  知輝 

教 育 総 務 課 主 事 大場 愛梨香 

６ 傍聴人 

７ 本日の日程 

(１)  開会 

(２)  会議録署名委員の選任 

(３)  議案 

第１号 鉾田市社会教育委員の解嘱及び委嘱について 

第２号 鉾北ひまわり学園委員の解任及び任命について 

第３号 鉾南にじいろコミュニティスクール委員の任命について 

第４号 鉾田市図書館協議会委員の解任及び任命について 

(４)  報告 

第１号 令和７年度鉾田市一般会計予算議案に係る意見聴取に関する専決処分に 

ついて 

第２号 指定校変更及び区域外就学の承諾について 

(５)  教育長報告 

(６)  協議 

(７)  その他 

(８)  閉会 



午後３時 00 分 開会 

〇安原教育長 ただいまから令和７年第４回鉾田市教育委員会定例会を開会いたします。 

本日の出席委員は４名です。 

事務局職員 10 名につきまして、鉾田市教育委員会会議規則第 14条の規定により出席させる

ことといたします。 

続きまして会議録署名についてですけれども、 

その選任につきまして私の方から指名してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、三保谷智浩委員に、会議録署名をお願いいたします。 

また、本日は年度始めの教育委員会定例会ですので自己紹介をお願いしたいと思います。 

〔各委員及び職員による自己紹介〕 

〇安原教育長 それでは議事に入ります。 

議案第 1号、鉾田市社会教育委員の解嘱及び委嘱について、事務局より説明願います。 

〇飯塚生涯学習課長 それでは議案第 1号についてご説明いたします。 

資料２ページをご覧ください。 

本案は、鉾田市社会教育委員に関する条例第２条第２項及び第５条の規定に基づき、鉾田市

社会教育委員の解嘱及び委嘱について鉾田市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第

７号の規定に基づき教育委員会の議決を求めるものです。 

資料３ページをお開きください。 

今回の委員の委嘱及び解嘱は、社会教育関係団体、鉾田市青少年相談員連絡協議会における

役員改選及び教職員の人事異動に伴いまして、現任者２名を解嘱し、後任者２名を委嘱するこ

とについて議決を求めるものです。 

上段の表が解嘱する委員です。１番の須加野栄さん、２番の高柳繁さんの２名となります。 

下段の表が新たに委嘱する委員です。１番の神成田一男さん、２番の筒井直子さんの２名で

す。 

新たに委嘱する委員の任期は現任者の残任期間として令和８年１月 25 日までとなります。 

説明は以上です。 

〇安原教育長 ただいま事務局から説明がありました議案第 1号につきまして質疑をお願いい

たします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、原案のとおり議決いたします。 

続きまして議案第２号鉾北ひまわり学園委員の解任及び任命について、事務局より説明願い

ます。 

〇飯塚生涯学習課長 はい。 

資料の４ページをお開きください。 

本案は鉾田市学校運営協議会規則第８条第１項及び鉾田市立鉾田北小学校、鉾田北中学校運

営協議会設置要綱第９条の規定に基づき、鉾北ひまわり学園委員の解任及び任命について、鉾

田市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第７号の規定に基づき、教育委員会の議決

を求めるものです。 

資料の５ページをお開きください。 



今回は、社会教育関係団体における役員改選及び教職員の人事異動に伴いまして、現任者の

うち３名を解任し、その後任者３名の他、新たに１名を追加して合計４名を任命するもので

す。 

上段の表が解任する委員です。１番の小沼大恭さん、２番の側髙京子さん３番の田口雅偉さ

ん、以上３名が解任する委員です。 

下段の表ですが、こちらが新たに任命する委員です。１番の緑川真彦さん、２番芝田充さ

ん、３番若松裕一さん、４番宮﨑修士さんです。４番の宮﨑 修士さんですが、こちらの方が

新たに追加する委員になります。鉾田北幼稚園の園長ですが、卒園児のほとんどが、鉾田北小

学校に入学するなど鉾田北小学校、鉾田北中学校それぞれの学校との関係が深く、両校との連

携を図るため園長を委員として新たに任命するものです。 

なお、委嘱の期間は現任者の残任期間となりますので令和 8年 4月 30 日までとなります。 

説明は以上です。 

〇安原教育長 ただいま事務局から説明のありました議案第２号につきまして質疑をお願いい

たします。 

三保谷委員。 

〇三保谷委員 はい、よろしくお願いします。 

私は、鉾北ひまわり学園にも参加をさせていただいております。今回１年目が終わりまして

定員が１名足りなくて 19 人でやってたと思うのですけれど、今度、鉾田北幼稚園園長の宮﨑さ

んが入られて、これで 20 人ということでよろしいでしょうか。 

〇安原教育長 飯塚生涯学習課長 

〇飯塚生涯学習課長 はい、宮﨑さんを加えて定員の 20 名となります。 

〇安原教育長 その他に質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは異議なしということで、原案のとおり議決いたします。 

続きまして、議案第３号鉾南にじいろコミュニティスクール委員の任命について、事務局よ

り説明願います。 

〇飯塚生涯学習課長 それでは資料６ページをお開きください。 

本案は、鉾田市学校運営協議会規則第８条第１項及び鉾田市立鉾田南小学校、鉾田南中学校

学校運営協議会設置要綱第９条の規定に基づき、別紙の者を鉾南にじいろコミュニティスクー

ル委員に任命したいので、鉾田市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第７号の規定

に基づき、教育委員会の議決を求めるものです。資料７ページをお開きください。 

こちら３月 26 日に議決いただきました、鉾田南小学校及び鉾田南中学校に設置した学校運営

協議会の委員の任命について、候補者の名簿になります。詳細はご覧の表のとおりですけれど

も、内訳としましては、１番から７番、７名の方が鉾田南中学校学校運営協議会推進委員から

引き続き選出するものです。８番から 12番の４名の方、こちらが鉾田南小中学校区の住民とし

て選出する方４名になります。13番から 16 番の４名が、鉾田南小、南中のＰＴＡの会長、副

会長になります。最後 17 番から 20 番の４名が、鉾田南小、鉾田南中の校長先生、教頭先生と

なっております。 

任期は令和７年５月１日から令和９年４月 30 日の２年間です。説明は以上です。 

〇安原教育長 ただいま説明がありました議案第３号につきまして質疑をお願いいたします。 



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 では、原案のとおり議決をいたします。 

続きまして、鉾田市図書館協議会委員の解任及び任命について、事務局より説明願います。 

荒井図書館長。 

〇荒井図書館長 ８ページをお開き願います。 

鉾田市図書館協議会委員の解任及び任命について。 

本案につきましては、鉾田市立図書館の設置及び管理に関する条例第４条の規定に基づき、

鉾田市図書館協議会委員の解任及び任命について、鉾田市教育委員会教育長に対する事務委任

規則第２条第７号の規定に基づき、教育委員会の議決を求めるものです。９ページをお開きく

ださい。 

現委員の任期は令和８年４月 30 日までとなっておりますが、令和７年４月 1日の学校教育関

係者の定期人事異動。教育部会、学校図書館研究部内での役職の異動に伴い、３名の委員の解

任と３名の委員の任命となります。 

上段は、解任の委員になります。木杢法さん、菅谷常美さん、川澄ゆかりさんです。 

下段が任命者となります。内藤啓子さん、豊田美由紀さん、織田沙耶子さんです。 

今回、前任３名の委員の解任と、新たな３名の任命をしたく、議決をお願いするものです。 

なお、任期は前任者の残任期間となり、令和７年５月 1日から令和８年４月 30 日となりま

す。 

以上です。 

〇安原教育長 ただいま事務局から説明のありました議案第４号につきまして質疑をお願いい

たします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、異議なしということで、原案のとおり議決をいたします。 

続きまして報告第１号、令和７年度鉾田市一般会計予算議案に係る意見聴取に関する専決処

分について、事務局より説明をお願いいたします。 

吉川教育総務課長。 

〇吉川教育総務課長 はい。 

10 ページをお開きください。 

報告第１号、令和７年度、鉾田市一般会計予算議案に係る意見聴取に関する専決処分につい

て、令和７年３月 31 日開会、令和７年第２回鉾田市議会臨時会提出の令和７年度鉾田市一般会

計予算議案に係る地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条に基づく鉾田市長からの意

見聴取に対し、適当であると認めることについて、鉾田市教育委員会事務専決規程第２条第１

項に基づき、教育長において令和７年３月 30 日付で専決をしたため、同条２項の規定に基づき

報告をし、承認を求める。 

13 ページをお開きいただきます。 

令和７年度鉾田市一般会計予算再修正案の概要についてでございます。第 1回定例会、会期

が３月３日から３月 25日までにおきまして、令和７年度予算を上程しましたところ否決とな

り、その後、一部修正をいたしまして上程したところ、修正案も否決となりました。 

こちらは３月 31日に開会した第２回臨時会で提出した再修正案で、内容としましては、表の

最下段、11 番、中学校維持管理事業、中学校体育館空調設置及び更新について、工事請負費が



４億 1,681 万 2,000 円、委託料が 1,870 万円でございますが議員の方から、小学校を先に整備

すべきという意見、また空調機器の選定の再考などのご指摘により予算から削除したものでご

ざいます。 

先ほどこの定例会の開催前に、持ち回りとしまして、皆様にご説明させていただきましたと

おり、本日の第３回臨時会におきまして中学校維持管理事業、中学校体育館空調設置更新工事

に加えまして、小学校を先に整備すべきというご指摘があったことから、小学校維持管理事業

で、小学校の体育館の空調設置に関する委託料を追加して上程しましたところ、否決というよ

うな結果になってしまいました。 

中学校体育館、また小学校体育館への空調の設置は必要なものと考えておりますので、財政

課、政策秘書課などと調整をしながら再度、上程してまいりたいと考えております。 

説明は以上でございます。 

〇安原教育長 ただいま事務局から説明がありました報告第 1号につきまして質疑をお願いい

たします。 

大原委員。 

〇大原委員 本日、補正予算案の提出をして否決ということだったのですが、否決の主な理由

というのはどういったことなのでしょうか。 

〇吉川教育総務課長 教育総務課といたしましては、部活動等により、夏季の体育館の使用頻

度が高く、熱中症のリスクが高い中学校武道館について、空調の整備をしてきたところでござ

います。 

中学校の体育館をまず整備し、続いて小学校体育館への空調整備の実施と考え、補正予算を

市議会へ上程したところ、小学校を先に整備すべきという意見や、設置の予算が４校で４億円

を超える金額ということで、高いのではないかということでありますとか、空調機器の選定に

つきましても、他に安価に設置する方法があるのではないかといったご意見がございました。 

中学校の体育館、小学校体育館の今回の空調設備の設置だけではなく、他の課でも補正予算

を上程おりまして併せて審議していただいたところ否決という結果になったものでございま

す。 

〇安原教育長 ほかに質疑はございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは続きまして、報告第２号指定校変更及び区域外就学の承諾についてと

なりますけれどもここからは、鉾田市教育委員会会議規則第 13 条のただし書きにより非公開と

してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、非公開といたします。 

〔「非公開」〕 

〇安原教育長 それでは、これより公開といたします。 

続きまして教育長報告について私の方から報告いたします。 

前回の定例会から今回の間に私の方で関わった行事等についての報告になります。 

資料は紙の資料とそれからこちら、画面の方も使用しながら報告いたします。 

紙の資料の表紙の裏ですけれども、まず１つ目に、令和７年度鉾田市の教育推進に向けてと

いうことで、画面と資料はこの教育報告の次のページですね、一緒にとじてありますのでそち



らも使わせていただきます。紙の資料の方の教育部内資料とありますが、４月付の私の方で作

成したものです。 

職場内の連携の充実、課題の共有ということで、４月 10 日は、教育部内のオンライン会議を

行ってまして、教育委員会は部署が離れてまして、旭庁舎、公民館、図書館、給食センター、

それからとくしゅくの杜ということで分かれているものですから、オンラインで繋いで月に１

回会議をしてるんですけどもそこで各所属の職員に指示をした内容です。 

今年１年間こういう姿勢で教育委員会の仕事をしていきましょうということで、話をしまし

た。細かいところは読んでおいていただきたいんですが、主だったところだけ話をしますと、

まず１番目に変化への適切な対応ということで、教育委員会学校も含めてですけども変化があ

ったと、１つ目は２学期制導入。２つ目は、旭小学校の建設に関しては後ほど推進室長から報

告がありますけども開校に向けて準備をすると同時に、今年閉校に向けた１年間になるという

ことです。 

それから地域クラブ設立ということで生涯学習課に新たな担当を設けて、部活動の地域移行

ということで土日に地域クラブでの活動ができるような体制を鉾田市として作っていくという

ことで、一番問題なのは指導者の確保かなと、それから種目の選定ということで、今まず取り

組みが始まっているところですけども、これが新たな取組となっております。 

それから学校運営協議会、いわゆるコミュニティスクール、さらに授業改善これは各学校に

求めてる内容ですが、ＩＣＴ活用と同時にタブレットの更新が今年あるということで、学校ま

たは教育委員会全体で取組がありますので、我々もそれを視野に入れて仕事をしていきましょ

うということを伝えております。 

２つ目は堅実な職務遂行ということです。 

それから３つ目に、接遇の重視と、挨拶言葉遣い、態度、表情、身だしなみということでこ

れはずっと教育委員会内で徹底をしようということで話をしてきている内容です。 

４番目にＩＣＴの活用ということで、オンライン、先ほど言ったように部署が離れてますか

ら、足を運ばなくてもオンラインでしたり、決裁も電子決裁の方法がありますので、そちらを

使って仕事をなるべく効率よく進めましょうということですね。 

また、教育委員会内にモニターが１つあると思うんですが、そこに今はクライミングの大会

であったり、それから旭統合小学校の建設の様子や今後のイメージ図ですね、そういったもの

が来庁した方にわかりやすいようにモニターを利用して、情報発信していこうということを行

ってます。 

各部署で今後もモニターを活用していただいて、我々職員の情報の共有にもなりますので、

ぜひお願いしたいということを話しております。 

５番目は服務規律の確保ということで、これは教育委員さん方も同じ立場ですので、一緒に

服務規律の確保は進めていかなければならないと、その他として職員の健康管理、とくしゅく

の杜など、他の公民館図書館も含めてですね、活用してくださいということで、できるだけ学

校に足を運んだり、そういう教育施設に足を運んだりして現場の様子を見るということも我々

の仕事上、大事な点だということを伝えているところです。 

その裏のページは教育委員会のグランドデザインです。 

本年度の重点目標ということで、市授業スタイル２’ｎｄを、以前はこれそのものをやって

くれっていう内容だったんですが、今年から少しそれを各学校にお任せするという方針にしま



した。重点に据えて３年目になるので、授業改善もいろんな視点で各学校が動いているため、

そのような方針にしました。 

そういった点で、授業スタイル２’ｎｄをベースにしたということです。あくまでもベース

であって、そこからどんどん発展していってほしいということを学校に伝えています。 

子どもたち１人ひとりが、わかった、できた、という授業作りを進めていくには、自分が経

験してきたような授業をそのままやろうとしたのではいけないと、これからの社会を生きてい

く子供たちには、一方的な教師主導の、先生の話だけ聞いてるような授業ではもう成り立たな

いという話をずっとしてます。 

今現在、タブレットをそれぞれの子供たちが持っていていろんなところから情報を得ること

ができますし、外国籍の子も多くなってきたり、外国の方たちが近くにいて、グローバル社会

になってきている。いろんな面で将来の社会を見据えた授業をしていきましょうということを

伝え、それには授業を変えていくことが必要であることなどを表現しているのがこのグランド

デザインだということです。 

次のページが、その内容を、校長園長研修会、教頭副園長等研修会、教務主任研修会で４月

当初にお話をしたときの資料です。 

内容については、全てプランが重要で、時期的に今が１年間どうやって計画していくのかと

いう、どんな部署でも一緒ですけどもプランをしっかり立てて、それに沿って職務を進めてい

きましょうという話をしたところです。 

以上が、１番の令和 7年度鉾田市の教育推進に向けてという資料になります。 

続きまして、画面の方で、茨城県市町村教育長協議会総会、これは４月９日にホテルレイク

ビューであったのですが、一つは都市教育長協議会、もう一つは、町村教育長協議会、その２

つが一緒になって市町村協議会となります。 

その市町村教育長協議会の総会があってそのときに、研修会として、茨城県教育庁からの報

告がありました。その報告内容となります。 

続いて３番目に新１年生等への贈呈品についてということで、毎年継続して新１年生に、JA

茨城旭村、JA ほこた両農協、常陽銀行、交通安全協会、茨城コープなどから、犯罪防止のため

の防犯ブザー、黄色い傘、お守り、ランドセルカバーなどで主に黄色い商品が１年生に贈呈さ

れました。 

それから、先日行ったばっかりですけども小学校の高学年向けに「農業とわたしたちの暮ら

し」という、これは全国版なんですけどもＪＡが作っている農業についての副教材を贈呈され

たところです。 

今後、各学校に配りながら、指導者の方々にもしっかりとそれを活用してもらいたいと思い

ます。特に鉾田は基幹産業が農業であるということで、その副教材に鉾田市が入ってないのが

ちょっと残念だなと思っているところです。ぜひ鉾田のメロンとかサツマイモとか苺とか水菜

とか入れていただければありがたいなと思ったところです。そのような副教材も贈呈されてい

るというところです。 

それから４番目に、委員の皆さんにもご協力いただきました令和７年度入園式入学式につい

てですが、７日に小学校、８日に中学校、９日に幼稚園というように入学式が行われました。 

今年小学校の新 1年生が 241 名、昨年が 267 名ということですね。中学校の新１年生は、309

名、昨年が 304 名。幼稚園は 25 名、昨年が 22名ということです。鉾田北幼稚園のみ３歳児が



入園しますので、そこはちょっと計算上難しいとこあるんですけども数字を見ると、新小学校

１年生が年々減ってきている状況がございます。中学生はほぼ変わらず、約 300 人ですが、子

どもの数はだんだん減ってきて昨年、令和６年の出生数が 167 名ということですから、数字を

見ますと人口減少対策というのはやはり本当に喫緊の課題であって、教育委員会としては事業

としてどういう政策が児童数を増やしていくことになるのか、ということを真剣に考えなくち

ゃいけない。全国的な傾向ではあるといっても、やはり鉾田に魅力を感じられるような事業を

考えていくことは今後も必要であると思っているところです。 

次に、私が参加した入学式、入園式の写真だけ載せさせていただきました。まず旭東小学校

に行きました。対面式の入学式で、今年が最終年ということで、思いの詰まった入学式だった

なというふうに感じました。それから鉾田北中学校に三保谷委員とともに一緒に行ってまいり

ました。こちらはステージを使って、盛大に行われておりました。 

それからつばさ幼稚園に行きまして、今年の入学園児は３名でした。写真の左側にいる年長

さんが４名ということで大変少ない数ではありますが、アットホームな感じの入園式で、とて

も温かい雰囲気のイメージで行われていました。 

続いて交通安全ルートキャンペーンについてで、春の交通安全運動が行われているときに中

根交差点、PX 鉾田店の駐車場を使って、開会式があったんですが、手前にいるのは鉾田一高生

です。一番手前ですね、高校生の協力もあってルートキャンペーンを行いました。この写真

は、ちょうど高校生が呼びかけてグッズを手渡してるところですけども、ルートキャンペーン

は年間４回であと３回ございます。今後は舟木交差点、樅山交差点と大洋のカスミの丁字の交

差点で予定されています。 

続きまして 4月 17 日に大相撲鹿行鉾田場所という大相撲の春巡業が鉾田市合併 20周年記念

行事として行われました。当日は平日ということもあって、参加者が集まるかという不安もあ

りましたが、実際には 2,600 人の観客ということで、つくば市や常総市よりも多い入場者でし

た。力士は 120 人来て、私も間近に土俵際で見ることもできました。今回少し時間をとってこ

の内容をお知らせしたいと思います。 

こちらは、わんぱく相撲の小学生 20 人が体験です。力士と一緒に土俵で対戦したんですけ

ど、そのときの動画です。相手は白熊関、阿見町にある二所ノ関部屋所属です。 

続きまして、高齢者大学入学式及び開講式ですが、在校生が大体 50 人の方が参加されまし

た。 

それから写真はないのですが、第 31 回鉾田市山王杯少年野球選手権大会が鉾田総合公園で行

われました。４月５日、６日ということで主催が少年野球連盟で後援に鉾田市、鉾田市教育委

員会スポーツ少年団ということで私も閉会式へ参加をしてきました。出場チームは鉾田市内５

チームと市外 19チームで合計 24チームでしたけども、優勝は吉野野球スポーツ少年団、那珂

市ですね。 

準優勝が神栖マリーンズで、残念ながら鉾田市からの上位入賞はいなかったんですけれど

も、いい大会となりました。 

以上が写真を使った報告であります。 

続いて９番の療休、休職についてですが、特に報告はございません。 

それから 10 番の事件、事故についても特にありません。 

11 番その他も特に私の方からはありません。 



以上が教育長報告となります。 

何か教育長報告について質疑はございますでしょうか。 

三保谷委員。 

〇三保谷委員 タブレットの更新というのがあったんですがこれ全部新しいのに取り替えると

いうことでしょうか。 

〇飯島教育総務課課長補佐 タブレットなんですが、令和２年度に導入させていただいたもの

なんですけども、５年経ちまして、機械の方もだいぶ進歩が早く、だんだんと性能の方も遅れ

ているような状況でございますので、今回、令和７年度に小学校及び中学校の全台数の更新を

予定してございまして、10 月頃を予定してございます。 

〇三保谷委員 端末の大きさは、現行と同じ大きさでしょうか。 

〇飯島教育総務課課長補佐 一回り大きい感じになってます。 

今回の仕様といたしまして、現状端末を机から落としてしまって、壊れているということが

多く、なるべく壊れないものということで、仕様を作成しております。 

〇三保谷委員 子供たちの授業をやってるところ見させてもらったときに、タブレットを常に

机の上に置いて、教科書やノートを置いてっていうと、やはりタブレットが大型化した方がい

いと思うんですね見やすいので。 

そうすると今度、机が狭いなっていうのが感じられて、なかなかすぐには難しい話かもしれ

ませんけれども、人数が減ってきていますので 1人 1人、机をもうちょっと広くできる何か工

夫があればなと、子供たちの勉強しやすい環境を考える１つなのかなと思いますので、ご検討

いただければと思ってます。 

〇飯島教育総務課課長補佐 ご意見ありがとうございます。 

確かに業者によっては、今までと同じタブレットの大きさというところもありました。 

やはり、子供の机のサイズに合わせて考えると、小さい画面になってくるかと思われます。 

しかしながら、やはり使いやすさの面から見ますと、少し大きい方が良いということと判断し

まして、今回は一回り少し大きめの物を採用させていただいております。 

以上でございます。 

〇安原教育長  

子供たちが持ち帰りもしますので、それも考えての選択になるかと思います。 

他に質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、教育長報告は以上でございます。 

続きまして、協議に入りたいと思います。 

最初に、各課事業の報告をお願いしたいと思うのですが、こちらで指名をいたしますので、

各課長、所長と説明をお願いいたします。 

教育総務課、お願いいたします。 

〇吉川教育総務課長 教育総務課からは、鉾田市教育振興基本計画についてお話をさせていた

だきます。 

現在の第３期鉾田市教育振興基本計画は、令和３年３月に策定し、計画期間を令和３年度か

ら令和７年度までの５年間としています。本年度で計画期間が終了することから、第３期計画

の成果と課題を検証し、社会動向の変化を踏まえ、また、本市の最上位計画である鉾田市総合



計画においても、教育振興に関する施策の方針が盛り込まれていることから、関連するほかの

部門別計画との整合性を図りながら策定することになります。 

今後は、教育委員の皆さんの御意見やご要望をお伺いしながら部内で協議し、今後の目指す

べき方針や計画期間中に取り組む施策について、方向性を決定してまいります。教育委員会定

例会や総合教育会議において、協議の場を設けてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

教育総務課からは以上でございます。 

〇安原教育長 この件について、質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは続きまして新しい学校づくり推進室長お願いします。 

〇田中新しい学校づくり推進室長 はい、新しい学校づくり推進室からは、旭中学校区統合小

学校整備事業について旭小学校校舎等新築工事の進捗を、正面のモニターによりご説明させて

いただきます。 

まずこちらの写真は学校用地の南東側からのものになります。今週４月 21 日現在のもので

す。左側から校舎、屋内運動場、プールとなっております。 

次がただいまの方角からの完成のイメージ図です。次が北西側、敷地の進入路側からの状況

となっております。建物の工事の状況としましては、校舎の方は１階躯体のコンクリート打設

が完了し、２階の柱、壁などのコンクリート打設に向けて施工しております。 

次は、工事の状況でコンクリート打設の状況です。次が、昇降口周辺の現在の状況になりま

す。真ん中のところが昇降口になり、右側のところが職員室となります。左側の部分につきま

しては、特別支援学級等の教室となっております。こちらは、昇降口を少し高いところから撮

った写真です。こちらは、南西側から見たもので、先ほどの昇降口の脇、職員室を南西側から

取ったもので、右側の方がグラウンド側となります。 

続きましてこちらは、体育館の部分でこちらにつきましては躯体コンクリートの打設に向け

て配筋、型枠を施工している状況となります。こちらは、工事の状況で鉄筋ガス溶接の継ぎ手

の施工状況の写真になり、鉄筋はかなり太いものを使っております。次はプールのところで、

基礎コンクリートの打設が完了し、スラブ、床の部分を施工している状況となります。右側奥

の方が校舎となっております。 

次に調整池を施工の状況となります。調整池については排水等のコンクリート打設が完了

し、現場内の L型擁壁を施工しているところとなります。写真の左側が、排水等で右側の方が

L型の擁壁となっております。この場所につきましては、平面図でいうこの左側のところ、流

末側の方に排水等を設置している状況となっております。こちらがただいまの L型擁壁の施工

状況を近くで撮ったものとなり、こちらは角度を変えて擁壁の施工状況となります。 

現在の工事工事の進捗としましては、今月末 4月末で約 27.5％で予定通り進んでおります。 

工事の進捗につきましては以上となります。 

〇安原教育長 では、ただいまの旭小学校の工事の状況について、何か質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 続きまして指導課河原参事お願いします。 

〇河原参事兼指導課長 はい指導課からは２学期制に関することと、４月の児童生徒に関する

こと、それから４月の教職員に関することをお話させていただきます。 



２学期制がいよいよスタートしたところなのですけれども、校長会でどのような教育課程が

組めるのかや、子供たちのためにどんなことができるのかということを検討しまして、４月

は、どうしても子供たちは学級が変わったり、学校が進級したり、進学したりすることで生活

が変わるということで、新年度の学校生活に徐々に慣れるようにするといった意味で、小学校

ではスタートアップウィークという形で、最初の２週間を５時間授業で実施してみようという

ことで行いました。先週 18 日までですが、スタートアップウィークということで５時間授業を

実施してみたところです。今年度初めての実施なので、この２週間という期間について、もっ

と伸ばすことができるのか、はたまたもっと短くて良いのかということに関しては、今年度終

了時点で、授業時数等を踏まえて来年に向けてまた検討しようということになっております。 

続いて４月の児童に関することです。 

鉾田市では、鉾田警察署生活安全課と連携しまして、４月に小学校１年生を対象とした防犯

教室を実施しています。他の市町村に聞いてみると、この防犯教室をやっている市町村は、あ

まりないようです。 

小学校１年生向けに生活安全課のスクールサポーターの方や女性部の方に来ていただいて、

「いかのおすし」という合言葉で、防犯の意識を高めるような紙芝居を見せてもらったり、あ

とはランドセルを掴まれたときですね、ランドセルを掴まれてしまったときにどういうふうに

逃げるのかっていうことを実際に１年生がランドセルをしょって、どういうふうに逃げるのか

というのを、実際に実演、子供たちにやってもらったりということで、防犯意識を高めるよう

なことをしています。この防犯教室は、これまでもずっと鉾田市は伝統的にやってきているん

ですけども、昨今、中学生、高校生の闇バイト関係の事件が報道されるようになっていまし

て、鉾田警察署の方でも、闇バイト非行防止教室をやっていただけるということですので、今

年度は中学生向けに闇バイトの非行防止教室をやっていただこうということで警察署の方に依

頼をしているところです。 

続いて先生に関することですが、今年度は鉾田市には、大学卒業したての本当に新卒の先生

から 50 代まで、新採と呼ばれる先生で 50 代もいるんですけど、10 名の新規採用の先生が配属

になっています。学校が始まる前に鉾田市のことを知っていただくということと、鉾田市の先

生方に仲良くなっていただくということで４月３日に、新任初任者向けの研修を市独自で実施

したところです。 

これから指導課では５月末からですね学校の訪問、計画訪問が予定されていきますので、計

画訪問に行きながら学校の様子を見て、指導をしながら一緒に学校と歩んでいければと思って

いるところです。 

指導課からは以上です。 

〇安原教育長 質疑はございますでしょうか。 

大原委員。 

〇大原委員 スタートアップウィークは、２週間設けて５時間授業で行ったということですけ

ども、これは２年生以上ですか。 

〇河原参事兼指導課長 元々１年生も短い時間だと思うんですが、小学校全学年で５時間授業

を実施しました。 



〇大原委員 それで新 1年生に関しては架け橋時期の小 1ギャップを減らすための工夫ってい

うのは多分なされてると思うんですけれども、新１年生の時間割っていうのはどんなふうにな

っておりますか。 

〇河原参事兼指導課長 新１年生に関しましては、全ての学校で揃ってるわけではないと思う

んですが、最初の１週間から２週間程度が早く帰って、おうちの方に引き渡すような形になっ

ているかと思います。 

実はスタートアップウィークの方も教育委員会の方からトップダウンで下したわけではなく

て、校長先生方のご意見をもとに、校長先生方が小学校はみんなで揃えてやっていきましょう

という形で、私達も一緒に話し合いながらそういうふうな形で決まったものなので、小学校 1

年生のカリキュラムについては、学校に任せてしまってるところがあると思います。 

以上です。 

〇安原教育長 ２学期制を取り入れたことで、例えば夏休み前の終業式などの行事がなくなり

ますから、それだけ授業時数が取れるってことは、その授業時数取れる分を違うところで活か

すことができる。 

先ほど言ったように５時間授業にして、最初はそういう家庭の時間を取るとかですね。もう

少し柔軟な体制がとれるようになってきたかなと、今年１年間やってみて２学期制について

は、どういう成果、効果があるかというところを検証しながら進めていく１年かと思っていま

す。 

そのほか質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは続きまして飯塚課長お願いします。 

〇飯塚生涯学習課長 それでは、生涯学習課から関連の事業及び管理する施設で開催されたも

のを含めて説明いたします。 

初めに４月に実施した主な事業です。４月 13 日ですけれども、中学生海外派遣事業の選考委

員会による面接試験を実施しました。安原教育長、嶋田職務代理者にご協力いただきまして、

ありがとうございました。こちらについては、派遣生 16 人の枠に対して 25 人の応募がありま

した。市内の４つの中学校の他、鉾田一高附属中、茨中及び清真中からの応募です。 

面接当日は 25 人のうち 1人辞退がありまして、選考委員会を開催し面接試験を行いまして、

その結果４月 15日に合計点数上位 16 名を選考し、委員長から市長に結果報告をしました。 

選考結果の通り上位 16人を派遣生として決定しております。次の日曜日、４月 27日ですけ

れども保護者説明会及び第１回目の事前研修会を行う予定となっております。 

次に、４月 17 日先ほど教育長から説明がありました大相撲鹿行鉾田場所については、省略さ

せてさせていただきます。 

４月 19 日と４月 20 日で、とくしゅくの杜ですけれども、こちらは茨城県山岳連盟主催の県

総合体育大会、クライミング競技ボルダー部門とリード部門が開催されました。こちらの大会

ですけれども国民スポーツ大会、旧国体ですね、そちらの代表選手選考会も兼ねておりまして

正選手２名、補欠の選手１名を選ぶということになっております。 

４月 22 日ですが、鉾田総合公園で鉾田市スポーツレクリエーション大会グラウンドゴルフ競

技会を開催し、27 のクラブ、170 人の参加がありました。この大会は、11 月に潮来市で開催さ



れます鹿行地区スポーツレクリエーション大会の予選会を兼ねておりまして、成績上位の男女

上位 25 名が、鹿行地区スポーツレクリエーション大会に出場することになります。 

４月 26 日明日ですけれども、アメフトですが、鉾田総合公園で、日本社会人アメリカンフッ

トボール協会Ｘリーグの試合が行われます。茨城セイバーズに関しては、スプリングトーナメ

ント 2025 の 1 回戦にて、ウォリアーズ戦が行われます。セイバーズのホームゲームとして行わ

れますので、ぜひ勝利していただきたいと思っております。 

続きまして、５月に実施を予定している事業になります。 

こちら５月 18 日までですけれども、とくしゅくの杜で、市民学芸員による第６回企画展「常

陸鉾田地方の出版文化と農村教育」こちらが開催されております。この企画展に関連しまして

特別講義が５月 11 日に開催予定となっております。講師に、長久保赤水顕彰会会長佐川さんを

お招きしまして、「長久保赤水の日本全図出版」と題して、講演があります。併せてとくしゅく

の杜市民学芸員により、江戸鉾田地方の寺子屋と教科書についての講演も予定されておりま

す。 

次に５月の 10 日、11 日及び 17 日に、中学校の部活動軟式野球ですけれども、鉾田市中学校

軟式野球大会が開催されます。天候によっては順延する場合がありますので、予備日として５

月 18 日、５月 24 日、５月 25 日を設定しております。旧鉾田町時代からの開催で、鉾田ライオ

ンズクラブと一緒に開催しております。今年度で 23 回目の開催となっております。参加は県内

の 25 校、茨城県の新人大会で成績上位の学校を中心に選んでおり、市内からは３つの中学校が

参加します。 

学校運営協議会鉾北ひまわり学園の第５回目と鉾南にじいろコミュニティスクールの第１回

目の開催が予定されております。 

最後に５月 25 日ですが、中学生海外派遣事業第２回派遣生事前研修会の開催を予定しており

ます。事前研修会ですが、月１回ペースで開催いたしまして、７月まで合計４回の事前研修を

実施予定になっております。 

以上が生涯学習課における５月実施予定の主な事業になります。 

生涯学習課からは以上です。 

〇安原教育長 質疑等ございますか。 

坪井委員。 

〇坪井委員 中学校の海外派遣事業の件ですが、参加者 25名のうち上位 16 名が合格というこ

とですが、人数は 16 名で初めから決まっていたのか、それとも予算上でこうなったのかどうな

んでしょうか。 

〇飯塚生涯学習課長 予算を 16 名ということで要求しまして、その通り予算化されましたの

で 16 名でやっております。旅行会社からの最小単位といいますか 16 人以上から受け付けとい

うことで、その最小単位で予算化したものになります。 

以上です。 

〇安原教育長 その他、質疑ございますか。 

三保谷委員。 

〇三保谷委員 コミュニティスクールに関しまして、鉾北ひまわり学園と鉾南にじいろコミュ

ニティスクールの開催日時が一緒かと思うのですが、今後コミュニティスクールを開催してい

くと思うのですけれども、開催日は同じ日になる予定なんでしょうか。 



〇飯塚生涯学習課長 開催日については、特に生涯学習課から指定したものではなくて、学校

側の都合で、その日に開催したいということで、たまたま同じ日になったっということになり

ます。そのため今後、同じ日に４つのコミュニティスクールが開催されるわけではありません

し、もしかしたら偶然そういった形になってしまうかもしれません。 

以上です。 

〇安原教育長 その他質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、鉾田中央公民館堀米副館長お願いします。 

〇堀米副館長 鉾田中央公民館から直近の事業の方についてお話させていただきたいと思いま

す。 

チラシをお配りにさせていただいたのですが、まず赤いチラシの方です。鉾田歌謡祭、これ

は５月 17日、18 日の２日にわたってカラオケの大会を開催させていただきます。現在も参加

者募集中で、今日現在で 110 人の参加募集がありました。 

次ですが、青いチラシの方、モデトロサクソフォンアンサンブル in 鉾田です。期日は、６月

７日土曜日に大洋公民館で開催予定です。この開催の前に、４、５、６の３日間アウトリーチ

ということで、旭地区の小学校４校を対象とし、学校で生演奏を予定しています。 

最後に、３枚目の受講生募集のチラシなのですが、大変人気がありまして、パン作り、背骨

コンディショニング及び巻き寿司についてはキャンセル待ちになってる状況です。 

簡単ではありますが、直近の事業としてのご説明は以上です。 

〇安原教育長 ただいまの鉾田中央公民館の説明につきまして、質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、続きまして図書館長お願いいたします。 

〇荒井図書館長 各課事業報告ということで今年度より、図書館もお時間いただきありがとう

ございます。 

令和７年度図書館におきましては館長他８名のスタッフで運営をしております。令和７年度

が始まったばかりということで、スタッフがほぼ半数以上も変わってしまっており、何とか一

般向け運営もできているという状況です。 

先日、学校図書館の関係につきましては、第２回校長園長研修会で、学校図書館と市立図書

館の学校図書館への支援事業についてご説明をさせていただいて、順次５月から各学校の意向

を聞きながら始められればと思っております。また一般向けにつきましては、月毎で市民の方

の読書活動を推進するために、「今月の本棚」ということで、一般書児童書の企画展示を行って

おります。 

また、全庁的に今、新庁舎公共施設等整備推進事業が進められておりまして、先日基本計画

検討委員会の方で三保谷委員にも図書館をご来館いただき、ありがとうございました。教育委

員会所管の施設ということで、図書館及び鉾田中央公民館が、この検討整備の対象施設になっ

ておりますので、今後計画を進めることになるかと思いますが、今後とも皆様のご意見をいた

だきながら進めさせていただきたいと思います。 

以上です。 

〇安原教育長 ただいまの説明につきまして、質疑ございますか。 

嶋田職務代理者。 



〇嶋田職務代理者 実施年度が始まったばかりということで、これからだと思うんですけれど

も、今年度学校との連携で何か考えている事業とかがありましたら教えてください。 

〇荒井図書館長 学校図書館の支援につきましては、令和４年度より学校配本という形で、学

校の読書環境の推進や、子供たちの読書を充実させるために行ってきております。できれば今

年度学校に訪問できるような形を取れればと思っております。 

ただ申し訳ありません、先ほど申しましたようにスタッフの入れ替えがありまして、前期は

なかなかおぼつかないと思うのですが、後期は、学校においても図書館の見学、職場体験があ

ると思いますので、学校とは密に連携をしながら事業を進めたいと思っております。 

以上です。 

〇安原教育長 ほかにございますか。 

三保谷委員。 

〇三保谷委員 私、先ほどお話ありましたように新庁舎の委員もやっておりまして、昨日、図

書館を見させていただいたんですけども、子供たちが放課後に利用してるような感じですの

で、参考としてお聞きしたいんですけども、図書館、構想としては本庁舎の方に全て移動とい

うような感じにはなってはいるんですが、図書館に関しては今までみたいに学校の近くにあっ

た方が子供たちにとってはいいんじゃないかなと思いました。こちらについて思いがありまし

たら教えていただきたいと思います。 

〇荒井図書館長 12 月に基本構想が策定されて、三保谷委員が委員になられている基本計画検

討委員会にてこれから大枠的なものができ、計画されてくると思うんですが、私達も庁舎全体

が全部入るのか、それとも本庁舎と別に新たな複合施設の方に社会教育施設が入るのかってい

う組み合わせですか、そういうものも、これから基本計画の検討に入ってくると思いますの

で、私達の要望も主管の新庁舎・公共施設等整備推進課にはお話していきたいなと思います。 

土地の方も担当課で用地交渉をしている段階だと思いますので、おそらく全部が同じエリア

に行くのではないかなとことかなと思われます。 

〇三保谷委員 図書館をじっくり見させていただきましたら、その状況というのがすごくよく

わかりましたので、頭の中で考えていることと実際の子供たちの動き、すごく見れましたので

ありがとうございました。 

〇安原教育長 三保谷委員にはいろいろな角度から新庁舎の方を見てもらって、実際に教育委

員としての参加ではなくて、ＪＡの青年部長として参加されていますが、教育の分野も一緒に

よろしくお願いしたいと思います。 

その他、質疑ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 続きまして𠮷川鉾田学校給食センター所長お願いします。 

〇𠮷川給食センター所長 鉾田学校給食センターより、４月１日からの動向また、５月及び６

月の直近の予定としてご報告させていただきます。 

給食センターの仕事としましては１年間で、各小中学校及び幼稚園の方へ 3,239 食を配給す

るという業務になります。 

予備を合わせまして 3,271 食、こちらを各学校に送り、また回収するまでの作業となりま

す。 



昨年度との主だった変更点につきましては、ご飯の配膳方法となります。ご飯が今までは弁

当箱方式だったものから、コロナ前に採用しておりました飯缶方式に採用としております。実

際にご飯を盛るという作業、これが学校生徒たちの作業となってきますので、そういったとこ

ろから食育と本人で分量の配分もできるというところから、また採用をしたところかと思いま

す。 

続いて学校給食センターの４月、５月の予定としまして、４月 23日には、ＪＡ様のご協力を

いただきまして、ＪＡ茨城旭様から野菜の無償提供をいただいております。この日を鉾田の日

としまして毎月１回ＪＡほこた様とＪＡ茨城旭村様にご協力いただきながら実施をしてるとこ

ろでございます。また５月 21 日なんですけれども、この日は家族で一緒にお弁当を作る日とい

うことで給食の方は配給せずに、弁当の方をご家族で作っていただいて、そのお弁当を食べて

いただくというような内容となっております。 

次に５月 29 日ですけども、こちらに関しては、鉾田の日ということで、ＪＡほこた様から野

菜の無償提供をいただく予定となっています。鉾田の日というのは先ほども申し上げましたよ

うに、その際の食材につきましてはＪＡ茨城旭村様、またＪＡほこた様より月ごとの交代とな

りまして無償提供いただいているところでございます。また６月の６日ですけれどもメロンの

日にあやかって、両ＪＡ様より無償でメロンの提供を受ける予定となっております。春メロン

を児童に味わっていただき、楽しんでいただきたいと思っております。配給日につきまして

は、６月５日、６日でブロックごとに分けておりまして、Ａブロック、これは鉾田南地区と大

洋地区になります。こちらに関しては、６月６日に提供予定です。Ｂブロック、こちらは旭地

区と鉾田北地区、こちらは６月の５日に提供予定と考えております。 

また２月には、イチゴの提供もいただく予定となっておりますので、その月においても実施

していきたいと思っているところでございます。 

鉾田の日についてですが、給食センターの方で配布している学校メモの掲示や校内放送で行

っている紹介などを各学校に任せてその日のＰＲをしていくところでございます。 

また、鉾田のホームページによってですね、給食メモまたその日の給食の献立もアップして

ＰＲしているところでございます。 

以上でございます。 

〇安原教育長 鉾田学校給食センターの説明について質疑ございますか。 

河原参事兼指導課長。 

 

〇河原参事兼指導課長 先ほど大原委員の方から架け橋時期の小学校１年生のプログラムにつ

いてお話があったと思うんですが、統合前は多分小さい小学校では、早く午前中で帰してお母

さんが迎えに来て引き渡すことはできてたと思うんですが、統合してからは自分の記憶です

と、大きい学校は２年生と一緒に帰していたと思うので、バスの都合もあり、５時間で帰して

いたかと思います。 

〇安原教育長 その他、質疑等ございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは、以上で各課の報告を終わります。 

続きまして、委員からの提案ということで、今回は１月に行われました総合教育会議で、三

保谷委員から提案がありました創立記念日のあり方について協議をしておきたいと思います。 



改めまして三保谷委員からこの趣旨といいましょうか、提案説明をお願いたします。 

〇三保谷委員 前回の総合教育会議の際、市内の学校の創立記念日を統一化できないでしょう

かという提案についてお話させていただきます。 

現在創立記念日は、各学校でバラバラになってます。どうしても週の半ばに入ってたりとか

して、親はなかなか休めるようで休みづらいっていうような状況にもなってますし、各家庭で

上の子が中学生で、下の子が小学生となりますと、今日は下の子が創立記念日で休み、上の子

は学校ですという状況が起こります。今ですね共働きの親が多い核家族の家庭が非常に多いで

す。そうしますと、下の子だけ休みで家にいるとか例えば、おじいちゃん、おばあちゃんに預

けられる人は預けられるかもしれませんけども、なかなかそういうふうにいかない家庭もござ

います。やはり親が仕事を休んだり、下の子が創立記念日だから面倒見てるとかそういうこと

も起こっていたりする家庭もあると思います。 

ですので、創立記念日に必ずしも休みにするのではなく、創立記念日は通常通り学校に行き

まして、鉾田市で決めた日にちを統一しまして、この日を例えば創立記念日という名前ではな

くて、鉾田市子供の日とかそういった名前にしまして、休みを統一化できないものかなと思っ

てます。これに関しては、効果が非常に高いのではないかなと想定してまして１つはですね、 

創立記念日ですと結構学校さんのお話聞きますと、いろいろイベントがあり、体育祭とかそう

いったイベントがある頃に結構重なってしまって、なかなか実際休むのが難しい。先生は実

際、創立記念日の日に学校に来て、そういったイベントの用意をしなくてはいけない、そうい

う話も聞きました。イベントがないような時期に統一の休日を入れまして、さらに金曜日とか

月曜日に組み込むことで連休も作れますし、何より先生方の働き方ですね、先生方に休んでい

ただける、働き方改革に貢献できるんではないかなと思ってます。 

また、家族の時間も長く作れます。平日に休めますので、兄弟ともに休めますので、ここで

観光地とか平日に家族で出かけることも可能なのではないかなと思ってます。また、給食セン

ターに関しましても、この学校が今日は創立記念日で休みですといった数の調整とかもなくな

りますので、統一でき非常にやりやすいのではないかなと思っております。 

考えるとこれはメリットしかないのではないかなと思っていますのでご検討いただければな

と思ってます。 

以上です。 

〇安原教育長 三保谷委員から提案の趣旨について説明がありましたけども、委員の皆さんの

ご意見等をここで伺い、協議できればと思っておりますがいかがでしょうか。 

坪井委員。 

〇坪井委員 私も三保谷委員の意見には賛成です。 

できれば金曜日とか、もしくは月曜日あたりにしてしていただいて３連休にしていただくと

か、日にちを指定しないで月内の指定の週の金曜日とか月曜日とかにしていただければ３連休

になっていいんではないかなと思います。 

〇大原委員 私も三保谷委員のご意見に賛成です。 

やはり今共働きの家庭が増えておりますので、平日学校によって創立記念日が違うっていう

と、その兄弟によってバラバラでお休みを取らなきゃいけないっていうのはやはりちょっと家

庭にとっても負担が多い強いということ、先生方にとっても給食センターにとってもプラス面

が多いということとお話がありましたけれども、創立記念日については、その日に学校の方で



朝の会であったり帰りの会であったり、あるいは学活等で創立記念日の意味をしっかり教えて

いただければ、その日をお休みにしなくてもいいのかなというふうに思います。 

〇嶋田職務代理者 長年ずっと現場にいて、私は鉾田市と数市しか行っていませんけども、そ

の学校の創立記念日がお休みというのが染みついていて、なかなか斬新なアイディアだなとい

うのは思いました。創立記念日がやっぱり休みになるということで、創立記念日の意義ですと

かそういうお話はその週の多分月曜日だとか、前日だとかそういうところでこれまでしてきた

と思いますけれども、創立記念日が学校の登校日ということになりますと、その日のうちにそ

ういう指導ですとか、学校の歴史や、その歴史から今を考えるなど、そういう時間も持てるよ

うにはなるのかなと思います。 

また働き方改革の面から、また家庭での過ごし方の面からということを考えると、プラスに

なっていくところが多いのかなというふうに思います。 

ただ、その創立記念日を登校日にしたりすると、子供たちはお休みで、学校の教員は年休と

かいろんな内容で休むんだと思いますけれども、そこの部分をどういう意味づけをした休日と

して何月の何週目とか金曜日とか月曜日と設定するのは、本当に私も賛成です。 

ただ、その意味づけっていうか、そこのところをしっかり考えていく必要があるのかなとい

うふうに思います。 

以上です。 

〇安原教育長 創立記念日が登校日であれば、その日にその記念日の内容を説明できることも

できると、事務局の方で他市の状況であるとか、全県的なもし情報等があればお願いします。 

私の聞いてる限りでは、他市でこういう取り組みをしているところはないと思うんですけど

も、創立記念日を授業日にしてる例はあると思うんですよね。 

河原参事兼指導課長。 

〇河原参事兼指導課長 私の知っている限りは、多くの市町村が今は、創立記念日は授業日に

なっているかと思います。 

多分、学習指導要領が大きく変わって、授業を第２土曜日、第４土曜日がお休みになったと

きに、授業時間を確保しなければならないということで、創立記念日を授業日にしようという

動きが大きくあったのかなと思うんですが、私が働いたことのある水戸市もひたちなか市も授

業日でして、大体がその週に学校の歴史についてお話する機会を設けたりして、創立記念日は

創立記念の日として大事にしていました。 

ただ、やっぱり休みのときに比べると、その重さはだいぶ薄れてるような感じはしましたけ

れども、学校の歴史の始まりの日だということで、自分がいた学校は一昨年度ちょうど 50周年

が終わって 51 歳の年だったんですけども、50周年記念をやったから今年は 51 歳だよっていう

ようなお話を教務主任がして、お昼の時間にしたり、集会を持ったりすることで、創立記念日

の重さというかそういう歴史の部分は解消できると思います。 

先ほど嶋田職務代理者が言ったように、例えば鉾田こどもの日がなぜその日なのかとか、そ

ういう意味づけっていうのがしっかりできるとよりいいのかなと思って今聞かせていただきま

した。 

現場の声としては、いろいろな校長先生方の声がありましたが、実際創立記念日は、閉庁日

として先生たち働かなくていいよっていうことになってるんですけども、例えば私は旭中に勤

めてたんですが、旭中の創立記念日は９月５日だったんです。ですが、体育祭がその頃は９月



の１週目の土曜日だったので、大体その創立記念日に練習を子供たちと一緒にしたりというこ

とで、三保谷委員が言うように、休めるようで休めないようなことがあったのも事実です。 

以上です。 

〇安原教育長 今、授業日、授業時数確保というお話ありましたけれども、確かに当時はそう

いう流れだったんですが、今文部科学省が言ってるのは、逆に授業時数をある程度上限を決め

て、これ以上やらないようにしてくれと、1,086 時間でしたかね、４年生以上ですけども国の

方もそういう動きがあるということで、授業時数確保の時代ではなくなってきているというこ

となんですね。 

次の学習指導要領の改訂で、きっとその辺も加味された上での授業内容が示されてくるのか

なと思うんですが、実際には小学校５年生が、いちばん授業内容が多くて、授業時数を減らす

と全部終わらないと、履修不足が出てしまうということも一つの問題ですから、そういったこ

とも含めながらどういう形がいいのか、今のご意見をいただいた内容をさらに先ほど校長先生

方の現場の意見も聞きながらいるんですけども、正式にはまだ確認を取ってるわけじゃないの

で、教育委員会のここが最初のスタートかなと思います。 

そういった点で今後あまり長くかかってしまうと、来年の予定を組まれている家庭が増えて

くると難しくなってしまいますので、早めに結論を出していきたいなと思ってます。 

ですので、先ほど給食においても給食を止める学校がバラバラになっているのが統一化され

るという話もありましたので、給食センター所長の方でも意見なども確認しておいていただけ

ればと思います。 

こういう機会にまた進捗については報告しながら、協議をしていきたいと思いますのでよろ

しくお願いしたいと思います。 

他に何かございますでしょうか。 

創立記念日についてはよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇安原教育長 それでは協議について、終了といたします。 

全体を通して何か質疑はございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

〇安原教育長 以上を持ちまして、令和７年第４回鉾田市教育委員会定例会を閉会いたしま

す。 

午後５時 03 分 開会 
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